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「制服の見直し」を進めています 
職員玄関前のロータリーや中庭のつつじの花が美しく咲き、気持ちを和ませてくれます。 

ところで、本校では、令和５年度入学生にあわせて、制服の見直しを行っております。先日、制服

会社によるプレゼンテーションを実施いたしました。今後、制服会社の決定を行い、生徒・保護者の

方のご意見もお聞きしながら、進めて行こうと思っておりますので、ご協力の程、よろしくお願いい

たします。 

「ちくちく語」「ふわふわ語」の話をしました 
先月の全校集会で、子どもたちには『「ちくちく語」を減らし、「ふわふわ語」を増やそう』とい

う話をしました。「ちくちく語」とは「バカ」、「死ね」、「キモい」、「ウザイ」、「ハァ？」な

ど、言われると悲しくて心が傷つく言葉です。逆に「ふわふわ語」とは「ありがとう」、「ごめんね」、

「すごいね」、「大好きだよ」、「よく頑張ったね」など、言われると気持ちがふわふわして嬉しく

なる言葉のことです。頑張っている時やつらい時に、「ふわふわ語」を聞くと励まされます。言われ

た方は気持ちが楽になり、勇気もわき、自己肯定感もあがります。自分

自身に「ふわふわ語」を言ってあげると自分自身の自己肯定感をあげる

ことも出来ます。 

たったひとつの「ふわふわ語」が、相手に大きな勇気を生み出すこと

があります。逆につい言ってしまった「ちくちく語」が、相手の心に大

きな傷をつけてしまうこともあります。言葉は大きな力を持っています。 

各ご家庭におかれましても、子どもさんと交わされている言葉につい

て話をしてみてください。 

 

新型コロナウイルス感染症に対して、引き続き学校の活動におきまして、予防対策を講じながら進

めてまいりますので、各ご家庭におかれましても「手洗いの励行」「咳エチケットの徹底」等の対策

をお願いいたします。 

 

 最後になりましたが、お子様の様子はいかがですか。気になることがございましたら、いつでも

学校までご一報ください。今月も子どもたちが「笑顔」で「生き生き」とした学校生活が送れるよう

努力してまいります。ご支援、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

 



 

 
 
 
 

日 曜 学校行事 日 曜 学校行事 
1 水  17 金  
2 木 進路説明会（３年） 水泳前検診 18 土  
3 金  19 日  
4 土  20 月  
5 日  21 火 期末考査1日目 
6 月  22 水 期末考査2日目 
7 火 歯科検診（1年、2年後半クラス） 23 木 期末考査3日目 
8 水  24 金 専門部会 
9 木 耳鼻科検診（1年、2・3年抽出者） 25 土  

10 金 教育実習終了 26 日  
11 土  27 月 町別懇談会 
12 日  28 火 町別懇談会 
13 月 職員会議 29 水 町別懇談会 
14 火  30 木 町別懇談会  部活動壮行会 

15 水 考査1週間前  
16 木 小中連絡会 

 

＜７月の主な予定＞ 

・ １日（金）全校集会   ・１４日（木）専門部会 

・１９日（火）～２１（木）学期末保護者会  ・２２日（金）終業式 

 

星空をみて思ったこと・・・ 

先日、柄にもなく星の輝きに想いを馳せた。何億年、何千年も前に光ったものが、今、こうして、

目に見えているのだなぁ。と、ロマンチックな気持ちになった。 

「言葉」も同じかもしれない。例えば、何ヶ月か前、何年か前、誰かが自分にかけてくれたアドバ

イスや想いが、今になって自分に届いてくることがあるかもしれない・・・と。他にも、時を越えて

想いを伝えるものはないか考えてみた。本、絵画、音楽。他にもいろいろとあるかもしれない。 

心で感じたことを文章にしてみた。 大好きな風景（人）を描いてみた。 想い浮かんだメロディ

ーを演奏し、楽譜に残した。 ただそれだけのことなのだろう。 

 

言葉や作品は、その人の心から生まれたものです。 

押し付けではなく、自分が思ったこと、感じたことを素直に表現する。そんな言葉、作品が私たち

の心に届き、励まし、勇気づけるのかもしれません。 

心を誰かのものと変えることはできないけれど、治したり、育てたり、豊かにしたり、癒したり、

入れかえていくことはできると思う。それは難しいことだけれど・・ 

時空を越えて、伝わるメッセージを受け止められる心を持ちたい。 

PS：「思い」と「想い」の違いについて調べてみてください。 

登校日で給食のない日 

全学年：２１日（火） 

２２日（水） 

 


